
２０１８と２０１５年の地域経済循環図（地域の経済活動を把握するために、「生産」「分

配」「支出」の 3 つの経済活動を通じて、お金が循環し、原則としてその3つの金額が等し

くなること（三面等価）を一覧表示して確認できるようにしたもの）を比較分析

データ引用：RESAS - 地域経済分析システム

RESAS（地域経済分析システム）を活用した地域の経済動向分析と提供

②地域経済循環図 分析

【分析結果】

■地域経済循環率

生産（付加価値額）を分配（所得）で除した値で地域経済の自立度を示す地域経済循環率が２０１５年の70.7％から２０１８年は65.8％と低下傾

向を示す。

■生産（付加価値額）

第２次産業と第３次産業が96％以上を占める傾向にある。２０１８年の第２次産業は２０１５年と比較して５７億円減少、1人当たり付加価値額

は２３４万円と減少する。

■分配（所得）

２０１８年は地域外から２８１億円が流入。

■支出

２０１８年の「政府支出」+「地域内産業の移輸出-移輸入」により構成されるその他支出のうち地域外への流出が２６１億円。２０１５年と比較

して３５億円増加。

※順位は全国1741市区町村
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